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サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
を
き
っ

か
け
に
世
界
経
済
の
減
速
懸
念
や

金
融
市
場
の
先
行
き
不
安
が
広
が
る
な

か
、
欧
米
諸
国
で
は
、
産
油
国
や
中
国
な

ど
の「
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
」へ
の
関
心
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
る
。
今
年
二
月
の
G
7
会
合

で
も
、
住
宅
証
券
化
商
品
の
情
報
開
示
と

と
も
に
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
資
産
内
容
の

透
明
性
向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

ソ
ブ
リ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
・
フ
ァ
ン
ド（
S
W
F
）

と
呼
ば
れ
る
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
は
、
原
油
な

ど
の
資
源
輸
出
で
得
た
資
金
か
ら
拠
出
す

る
基
金（
中
東
産
油
国
や
ロ
シ
ア
）と
、
急

増
す
る
外
貨
準
備
の
一
部
を
運
用
す
る
基

金（
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
）の
二
つ
が

あ
る
。
そ
の
基
金
総
額
は
約
二
・
五
兆
ド

ル
と
さ
れ
、
世
界
の
民
間
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の

運
用
資
産
二
兆
ド
ル
を
上
回
る
。

主
な
S
W
F
を
見
る
と
、
U
A
E
の
ア
ブ

ダ
ビ
投
資
庁（
資
産
規
模
五
千
億
ド
ル
）や
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
投
資
庁
な
ど
の
中

東
勢
の
ほ
か
、
昨
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た

中
国
の
政
府
投
資
フ
ァ
ン
ド「
中
国
投
資
有

限
責
任
公
司（
C
I
C
）」（
二
千
億
ド
ル
）が

あ
り
、ロ
シ
ア
の「
国
民
福
祉
フ
ァ
ン
ド
」（
三

二
〇
億
ド
ル
）は
今
年
か
ら
外
国
株
な
ど
へ

の
運
用
を
始
め
る
。

原
油
価
格
の
高
止
ま
り
傾
向
や
中
国

や
、
そ
の
他
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
貨
準
備
の
拡

大
基
調
な
ど
を
考
え
る
と
、
世
界
の
S
W

F
の
運
用
資
産
は
確
実
に
増
え
て
い
く
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
米
国
で
は「
今
後
五
年

以
内
に
S
W
F
は
二
〇
兆
ド
ル
に
膨
ら
む

可
能
性
も
あ
る
」と
の
見
方
ま
で
あ
る
。

問
題
は
、
そ
う
し
た
規
模
拡
大
に
伴
い
、

S
W
F
の
投
資
行
動
が
か
つ
て
の
よ
う
に

「
安
定
資
産
」の
米
ド
ル
債
へ
の
運
用
一
辺

倒
で
は
な
く
、
株
式
、
商
品
、
不
動
産
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
性
資
産
へ
の
投
資
に

比
重
を
移
し
始
め
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

中
東
湾
岸
六
カ
国
の
対
外
投
資
の
う
ち
、

米
ド
ル
建
て
資
産
は
今
や
五
五
％
程
度
に

ま
で
低
下
し
た
。
か
つ
て
の
オ
イ
ル
マ
ネ
ー

の
動
き
か
ら
は
様
変
わ
り
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
S
W
F
が
外
国
企
業
の
株
式
取

得
な
ど
積
極
的
な
企
業
買
収
を
活
発
化

さ
せ
て
い
る
こ
と
も
、
欧
米
諸
国
か
ら
見
れ

ば
頭
痛
の
タ
ネ
。
中
東
の
S
W
F
は
こ
れ
ま

で
、
米
半
導
体
大
手
A
M
D
、
欧
州
航
空

機
メ
ー
カ
ー
E
A
D
S
な
ど
の
株
式
を
取

得
。
米
エ
ク
イ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ン
ド
の
カ
ー
ラ
イ
ル

に
も
出
資
し
て
い
る
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
に
関
連
し
て
、
資
本

不
足
に
陥
っ
た
欧
米
金
融
機
関
を
救
っ
た

の
も
S
W
F
だ
っ
た
。
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
は
ア

ブ
ダ
ビ
投
資
庁
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
投
資

公
社（
G
I
C
）か
ら
、
メ
リ
ル
リ
ン
チ
は
ク
ウ

ェ
ー
ト
投
資
庁
や
テ
マ
セ
ク（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

か
ら
巨
額
資
金
を
受
け
入
れ
、
モ
ル
ガ
ン
・

ス
タ
ン
レ
ー
は
中
国
の
C
I
C
か
ら
の
出
資

を
仰
い
だ
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
世
界
の
S
W
F
は

金
融
危
機
の「
救
世
主
」の
よ
う
に
映
る
が
、

S
W
F
が
も
と
も
と
政
府
機
関
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
外
国
政
府
が
米
金
融
機

関
の
株
主
に
な
る
こ
と
の
是
非
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
欧
州
諸
国
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
根
幹
を
握
る
ロ
シ
ア
が
自
国
の
電

力
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融
な
ど
の
基
幹
産
業

の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
警
戒
感
が
根

強
い
。
E
U
諸
国
に「
S
W
F
脅
威
論
」が
強

い
の
も
そ
の
た
め
だ
。

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
は
、
民
間
フ
ァ
ン
ド
と

違
っ
て
、
個
々
の
投
資
行
動
に
政
府
の
意
思

が
入
り
込
み
や
す
く
、
政
治
・
外
交
戦
略

に
利
用
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、フ
ァ

ン
ド
自
体
の
投
資
基
準
や
投
資
内
容
な
ど

の
実
態
が
見
え
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
規
模
拡
大
と
と
も
に
、
世

界
金
融
市
場
の
不
安
定
性
を
高
め
る
可
能

性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
欧
米
諸
国
が
巨
大
化
す
る

S
W
F
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
も
、
資

産
運
用
と
い
う
同
じ
土
俵
に
い
る
以
上
、

規
制
に
は
お
の
ず
と
限
度
が
あ
る
。
民
間

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
規
制
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
現
状
で
は
、
安
全
保
障
面
か
ら
の
株
式

取
得
規
制
が
せ
い
ぜ
い
だ
ろ
う
。
S
W
F
の

側
も
世
界
の
金
融
市
場
の
ル
ー
ル
に
従
う

の
は
当
然
と
し
て
も
、
官
製
フ
ァ
ン
ド
ゆ
え

の
横
暴
や
強
圧
は
許
さ
れ
な
い
。

た
だ
、
彼
ら
が
手
持
ち
資
産
を
ど
う
運

用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
実
は
誰
も
口
を
挟

め
な
い
。
そ
の
点
こ
そ
が「
S
W
F
脅
威
論
」

の
最
大
の
背
景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
衰
退

に
向
か
う
ド
ル
か
ら
距
離
を
お
き
、
中
長

期
的
に
静
か
な「
ド
ル
離
れ
」を
考
え
る
S

W
F
は
、
米
国
に
と
っ
て
は
ま
さ
に「
脅
威
」

に
違
い
な
い
。

過
剰
消
費
と
対
外
赤
字
を
巨
額
の
資

本
流
入
で
賄
っ
て
き
た
米
国
の
資
金
循
環

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
友
好
国（
日
本
）の
支
え
と

と
も
に
、
今
後
は
政
治
体
制
の
異
な
る

国
々
の
支
え
も
必
要
と
な
る
。

バ
ブ
ル
期
の
世
界
の
過
剰
流
動
性
が
金

融
資
本
主
義
を
加
速
さ
せ
、
民
間
フ
ァ
ン

ド
を
巨
大
化
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
S
W
F
は

米
国
の
巨
大
な
経
常
赤
字
が
生
ん
だ「
鬼

っ
子
」と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

巨
大
化
す
る
S
W
F

米
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ャ
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ス
ト


